【記入例・記入要領】
（様式第４号－１）
令和　　年　　月　　日「○丁目」は漢数字、「〇番〇号」は算用数字（アラビア数字）とし、住所は正式な住居表示でご記載ください。


大阪府知事　様
住　所　大阪府大阪市住之江区南港北一丁目14番16号
団体名　○○○○実行委員会
代表者　職・氏名　会長　大阪　太郎

令和６年度大阪府芸術文化振興事業実績報告書

大阪府補助金交付規則第１２条及び大阪府芸術文化振興補助金交付要綱第１１条第１項の規定により、下記のとおり報告します。
補助金精算額は、補助金精算額計算書によって算出した補助金額を記入してください。

差引（精算払）請求額は、補助金精算額―補助金概算払交付済額を記入してください。


記

１．補助金の精算
	補助金交付決定額
	　　　　　　１，０００　千円

	補助金精算額
	　　　　　　１，０００　千円

	補助金概算払交付済額
	　　　　　　　　　　０　千円

	差引（精算払）請求額
	　　　　　　１，０００　千円



２．事業実績報告
	補助事業名
	○○○○

	補助事業完了日
	令和　　年　　月　　日（　）

	補助事業の目的
（交付申請書と同じ内容を
記載）
	ワークショップ及び本公演により、青少年に優れた芸術文化の鑑賞機会を提供し、○△市の文化振興及び次世代育成を図る。

	補助事業の効果
（交付申請書と同じ内容を
記載）
	○△市と協力して、市内中学校５校の中学２年生を招待し、中学生という多感な時期に、プロによる優れた芸術文化に触れる機会を提供し、成長の一助とすることができる。

	補助事業の
内容及び実績

（実施日時・実施会場・実施回数・来場者数・内容・広報等）
	・ワークショップ　令和　年　月　日（　）～　月　日（　）計14回
・公　演　令和　年　月　日（　）　○△市文化会館　昼・夜各１回
・公演内容　
・参加者（公演者）　　
・来場者数　　　1,200人（うち、中学２年生900人）
・広報等　　　　　○○○○

	補助事業の成果
（目標達成度）
	市内の全中学２年生に優れた芸術文化に触れる機会を提供でき、○△市の文化振興及び次世代育成の目的を達することができた。

	補助事業の
今後の課題
	一度だけの体験に終わらず、芸術文化に触れる機会を増やし、さらなる文化振興及び次世代育成を図る必要がある。

	補助金による効果
	本補助金により、○△市の全中学２年生を対象として事業を実施することが可能となった。




